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(57)【要約】　      （修正有）【解決手段】海水マイク 
ロプラスチック同期収集およびサンプル製造のための一 
体化装置であって、海水粗製サンプルを収集するための 
海水コネクタ１と、海水粗製サンプルを収容するための 
タンク４１と、タンク内部まで延伸する外筒体５１と、 
外筒体の底部に設けられた濾過アセンブリ５６と、内部 
に正負の圧力をかけるための通気アセンブリ５５とを含 
む。
【効果】海水を収集すると同時に検出可能なサンプルを 
製造でき、サンプル洗浄、分離および加圧濾過などの製 
造プロセスは１つの装置内で行われ、複数の移送ステッ 
プを削減し、移送過程中サンプルの汚染および損失のリ 
スクを低減できる。
【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
サ ン プ リ ン グ サ イ ト で 海 水 粗 製 サ ン プ ル を 収 集 し 予 備 濾 過 す る 海 水 コ ネ ク タ （ １ ） と 、
前 記 海 水 コ ネ ク タ （ １ ） か ら 引 き 出 さ れ た 輸 送 管 路 （ ２ ） と 、
前 記 輸 送 管 路 （ ２ ） 上 に 設 け ら れ 海 水 粗 製 サ ン プ ル を 定 量 的 に 圧 送 す る た め の 定 量 ポ ン
プ （ ３ ） と 、
前 記 海 水 粗 製 サ ン プ ル を 収 容 す る た め の タ ン ク （ ４ １ ） 、 底 部 に 設 け ら れ 廃 液 を 排 出 す
る た め の 第 １ の 液 体 排 出 口 （ ４ ２ ） 、 前 記 第 １ の 液 体 排 出 口 （ ４ ２ ） に 設 け ら れ た 第 １ の
電 磁 密 封 弁 （ ４ ３ ） を 含 む 反 応 処 理 器 （ ４ ） と 、
前 記 タ ン ク （ ４ １ ） の 頂 部 に 位 置 す る カ バ ー （ ４ ４ ） と 、
前 記 カ バ ー （ ４ ４ ） の 中 央 部 に ね じ 穴 （ ４ ７ ） が 設 け ら れ 、 カ バ ー （ ４ ４ ） 上 に 輸 送
管 路 （ ２ ） に 接 続 さ れ 海 水 粗 製 サ ン プ ル を 導 入 す る た め の 第 １ の 液 体 注 入 口 （ ４ ５ ） 、 反
応 試 薬 を 添 加 す る た め の 第 ２ の 液 体 注 入 口 （ ４ ６ ） 、 お よ び 少 な く と も １ つ の 拡 張 ポ ー ト
が 設 け ら れ 、
前 記 ね じ 穴 （ ４ ７ ） を 介 し て 縦 方 向 に タ ン ク （ ４ １ ） の 内 部 に 延 伸 す る 外 筒 体 （ ５ １ ）
、 外 筒 体 （ ５ １ ） の 底 部 の 側 面 に 設 け ら れ 第 ３ の 密 封 電 磁 弁 （ ５ １ ３ ） 付 き の 水 入 口 （ ５
２ ） 、 外 筒 体 （ ５ １ ） の 底 部 に 設 け ら れ 第 ２ の 電 磁 密 封 弁 （ ５ ４ ） 付 き の 排 水 口 （ ５ ３ ）
を 含 む 加 圧 フ ィ ル タ ー （ ５ ） と 、
外 筒 体 （ ５ １ ） の 内 部 に 正 負 の 圧 力 を か け る た め の 通 気 ア セ ン ブ リ （ ５ ５ ） と 、
前 記 通 気 ア セ ン ブ リ （ ５ ５ ） は 、 ガ ス を 吸 引 し て 負 圧 環 境 を 形 成 し マ イ ク ロ プ ラ ス チ
ッ ク を 含 む 海 水 を 水 入 口 （ ５ ２ ） か ら 外 筒 体 （ ５ １ ） 内 に 吸 引 し 、 ガ ス を 投 入 し て 正 圧 環
境 を 形 成 し マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 海 水 を 加 圧 濾 過 し 、 廃 水 を 排 水 口 （ ５ ３ ） か ら 排
出 す る た め に 使 用 さ れ 、
前 記 外 筒 体 （ ５ １ ） の 底 部 に 位 置 し 、 加 圧 濾 過 の 時 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 粒 子 を 捕 捉 す
る た め の 濾 過 ア セ ン ブ リ （ ５ ６ ） と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 海 水 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク の 同 期 収 集 お よ び サ ン プ ル 製 造 の た
め の 一 体 化 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 海 水 コ ネ ク タ （ １ ） は 、 上 か ら 下 へ 順 次 前 記 輸 送 管 路 （ ２ ） の 末 端 に ね じ 接 続 さ れ た
第 ３ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム （ １ １ ） 、 第 ２ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム （ １ ２ ） お よ び 第 １
段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム （ １ ３ ） を 含 み 、 前 記 第 ３ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム （ １ １ ） 、 第
２ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム （ １ ２ ） お よ び 第 １ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム （ １ ３ ） の 底 部 に
径 が ０ ． ５ ～ １ ｍ ｍ の 第 ３ 段 の ス テ ン レ ス 鋼 網 （ １ ４ ） 、 径 が ４ ～ ５ ｍ ｍ の 第 ２ 段 の ス テ
ン レ ス 鋼 （ １ ５ ） 、 径 が ８ ～ １ ０ ｍ ｍ の 第 １ 段 の ス テ ン レ ス 鋼 網 （ １ ６ ） が 順 次 設 け ら れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 一 体 化 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 外 筒 体 （ ５ １ ） の 底 部 の 外 周 に 環 状 曝 気 管 （ ５ １ １ ） が 設 け ら れ 、 前 記 環 状 曝 気 管 （
５ １ １ ） の 両 端 が 前 記 水 入 口 （ ５ ２ ） の 両 側 に 接 続 さ れ 水 入 口 （ ５ ２ ） と 連 通 し 、 且 つ 環
状 曝 気 管 （ ５ １ １ ） の 両 端 に 一 方 向 逆 止 弁 （ ５ １ ２ ） が 設 け ら れ 、 曝 気 管 （ ５ １ １ ） に 直
径 ２ ～ ３ ｍ ｍ の 曝 気 穴 が 複 数 設 け ら れ 、 第 ３ の 密 封 電 磁 弁 （ ５ １ ３ ） が 水 入 口 （ ５ ２ ） の
外 筒 体 （ ５ １ ） に 近 い 一 端 に 設 け ら れ 、 外 筒 体 （ ５ １ ） の 内 部 に 前 記 濾 過 ア セ ン ブ リ （ ５
６ ） を 配 置 す る た め の ガ ス ケ ッ ト （ ５ １ ４ ） が 設 け ら れ 、
前 記 通 気 ア セ ン ブ リ （ ５ ５ ） は 、 外 筒 体 （ ５ １ ） の 上 端 口 を 塞 ぐ ゴ ム 栓 （ ５ ５ １ ） と 、 前
記 ゴ ム 栓 （ ５ ５ １ ） を 貫 通 し て 外 筒 体 （ ５ １ ） 内 部 に 延 伸 し 、 下 端 口 が 外 筒 体 （ ５ １ ） の
上 部 空 間 内 に 位 置 し 、 ２ つ の 上 端 口 を 有 す る 通 気 管 （ ５ ５ ２ ） と 、 相 互 に 接 続 さ れ た 正 圧
ポ ン プ （ ５ ５ ３ ） お よ び 負 圧 ポ ン プ （ ５ ５ ４ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
一 体 化 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 正 圧 ポ ン プ （ ５ ５ ３ ） の 吸 気 口 に 負 イ オ ン ア セ ン ブ リ （ ５ ７ ） が 接 続 さ れ 、 前 記 負 イ
オ ン ア セ ン ブ リ （ ５ ７ ） は 、 正 圧 ポ ン プ （ ５ ５ ３ ） の 吸 気 口 に 接 続 さ れ た 円 筒 形 ハ ウ ジ ン
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グ （ ５ ７ １ ） と 、 前 記 円 筒 形 ハ ウ ジ ン グ （ ５ ７ １ ） の 遠 位 端 に 設 け ら れ た エ ア フ ィ ル タ ー
ス ク リ ー ン （ ５ ７ ３ ） と 、 円 筒 形 ハ ウ ジ ン グ （ ５ ７ １ ） の 内 部 に 設 け ら れ 外 部 電 源 に 接 続
さ れ た 負 イ オ ン 発 生 器 （ ５ ７ ２ ） と を 含 み 、 負 に 帯 電 し た イ オ ン 粒 子 を 通 気 ア セ ン ブ リ （
５ ５ ） を 介 し て 外 筒 体 （ ５ １ ） 内 に 送 り 海 水 粗 製 サ ン プ ル と 混 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ に 記 載 の 一 体 化 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 濾 過 ア セ ン ブ リ （ ５ ６ ） は 、 径 １ ０  μ ｍ の ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー （ ５ ６ １ ） と 、 前
記 ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー （ ５ ６ １ ） の 下 に 位 置 し 支 持 す る 内 輪 （ ５ ６ ２ ） と 、 内 輪 （ ５ ６
２ ） 外 側 に 嵌 設 さ れ ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー （ ５ ６ １ ） を 固 定 す る た め の 外 輪 （ ５ ６ ３ ） 、
前 記 外 輪 （ ５ ６ ３ ） 上 端 に 設 け ら れ 持 ち 上 げ の た め の ハ ン ド ル （ ５ ６ ４ ） と を 含 む こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 一 体 化 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 拡 張 ポ ー ト は 、 加 熱 ロ ッ ド （ ４ １ ２ ） を 挿 入 し て 水 温 を 加 熱 す る た め の 第 １ の ポ ー ト
（ ４ ８ ） と 、 温 度 セ ン サ ー （ ４ １ ３ ） を 挿 入 し て 水 温 を 監 視 す る た め の 第 ２ の ポ ー ト （ ４
９ ） と 、 水 位 セ ン サ ー （ ４ １ ４ ） を 挿 入 す る た め の 第 ３ の ポ ー ト （ ４ １ ０ ） と 、 超 音 波 振
動 ロ ッ ド （ ４ １ ５ ） を 挿 入 す る た め の 第 ４ の ポ ー ト （ ４ １ １ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 一 体 化 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 サ ン プ ル 収 集 の 技 術 分 野 に 属 し 、 具 体 的 に 海 水 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク の 同 期 収
集 お よ び サ ン プ ル 製 造 の た め の 一 体 化 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク は 、 サ イ ズ が ５ ． ０ ｍ ｍ 未 満 の プ ラ ス チ ッ ク 粒 子 、 マ イ ク ロ 繊 維 、
プ ラ ス チ ッ ク 粒 子 、 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク ま た は フ ィ ル ム な ど を 指 し 、 海 洋 環 境 で 発 生 し て い
る 新 し い 汚 染 物 で あ る 。 紫 外 線 と 海 水 の 浸 食 の 影 響 下 で 、 海 水 に 浮 か ぶ プ ラ ス チ ッ ク の ご
み が ゆ っ く り と マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク に 分 解 さ れ 、 海 洋 環 境 を 汚 染 し 、 海 洋 の 植 物 ま た は
動 物 に よ っ て 吸 収 さ れ 食 物 鎖 、 ひ い て は 生 物 鎖 全 体 に 有 害 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 海 洋 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 検 出 で は 、 海 水 を 収 集 し 、 そ の 後 実 験 室 に 戻 り 処 理 を 行
っ て 検 出 す る 必 要 が あ り 、 こ の 方 法 は 面 倒 で 操 作 し に く く 、 時 間 が か か り 効 率 が 低 い た め
、 室 外 に 適 し 収 集 お よ び サ ン プ ル 製 造 が で き る 一 体 化 装 置 を 提 供 し 、 海 水 サ ン プ ル の マ イ
ク ロ プ ラ ス チ ッ ク の 効 率 的 、 簡 単 な 分 離 を 実 現 す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 現 在 の 海 水 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク の 収 集 お よ び 検 出 が 多 段 階 の 移 送 操 作
を 必 要 と し 、 サ ン プ ル 汚 染 お よ び 損 失 の リ ス ク が 大 き い と い う 技 術 的 問 題 を 解 決 す る こ と
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 技 術 的 解 決 策 は 、 海 水 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク の 同 期 収 集 お よ び サ ン プ ル 製 造 の た
め の 一 体 化 装 置 は 、
サ ン プ リ ン グ サ イ ト で 海 水 粗 製 サ ン プ ル を 収 集 し 予 備 濾 過 を 行 う 海 水 コ ネ ク タ と 、
海 水 コ ネ ク タ か ら 引 き 出 さ れ た 輸 送 管 路 と 、 輸 送 管 路 に 設 け ら れ 定 量 的 に 海 水 粗 製 サ ン プ
ル を 送 る 定 量 ポ ン プ と 、
海 水 粗 製 サ ン プ ル を 収 容 す る た め の タ ン ク 、 タ ン ク 底 部 に 設 け ら れ 廃 液 を 排 出 す る た め の
第 １ の 液 体 排 出 口 、 第 １ の 液 体 排 出 口 に 設 け ら れ た 第 １ の 電 磁 密 封 弁 を 含 む 反 応 処 理 器 と
、
タ ン ク 頂 部 に 位 置 す る カ バ ー と 、 カ バ ー の 中 央 位 置 に ね じ 穴 が 設 け ら れ 、 カ バ ー 上 に 輸 送
管 路 に 接 続 さ れ 海 水 粗 製 サ ン プ ル を 導 入 す る た め の 第 １ の 液 体 注 入 口 、 反 応 試 薬 を 添 加 す



10

20

30

40

50

JP 2022-32399 A 2022.2.25(4)

る た め の 第 ２ の 液 体 注 入 口 、 お よ び 少 な く と も １ つ の 拡 張 ポ ー ト が 設 け ら れ 、
ね じ 穴 を 介 し て 縦 方 向 に タ ン ク 内 部 に 延 伸 す る 外 筒 体 と 、 外 筒 体 の 底 部 の 側 面 に 設 け ら れ
第 ３ の 密 封 電 磁 弁 付 き の 水 入 口 と 、 外 筒 体 底 部 に 設 け ら れ 第 ２ の 電 磁 密 封 弁 付 き の 排 水 口
と を 含 む 加 圧 フ ィ ル タ ー と 、
外 筒 体 内 部 に 正 負 の 圧 力 を か け る た め の 通 気 ア セ ン ブ リ と 、 吸 引 ガ ス を 利 用 し 負 圧 環 境 を
形 成 し て マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 海 水 を 水 入 口 か ら 外 筒 体 内 に 吸 入 し 、 ガ ス を 通 過 さ
せ て 正 圧 環 境 を 形 成 し マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 海 水 を 加 圧 濾 過 し 、 廃 水 を 排 水 口 か ら
排 出 す る 、
外 筒 体 の 底 部 に 位 置 し 、 加 圧 濾 過 の 時 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 粒 子 を 捕 捉 す る た め の 濾 過 ア
セ ン ブ リ と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
さ ら に 、 海 水 コ ネ ク タ は 、 上 か ら 下 へ 順 次 ね じ を 介 し て 輸 送 管 路 末 端 に 接 続 さ れ た 第 ３ 段
の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム 、 第 ２ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム お よ び 第 １ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム
を 含 み 、 第 ３ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム 、 第 ２ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム お よ び 第 １ 段 の フ ィ
ル タ ー フ レ ー ム 内 底 部 に 径 が ０ ． ５ ～ １ ｍ ｍ の 第 ３ 段 の ス テ ン レ ス 鋼 網 、 径 が ４ ～ ５ ｍ ｍ
の 第 ２ 段 の ス テ ン レ ス 鋼 、 径 が ８ ～ １ ０ ｍ ｍ の 第 １ 段 の ス テ ン レ ス 鋼 網 が 順 次 配 置 さ れ る
。 多 段 濾 過 に よ っ て 破 片 を 遮 断 し 、 反 応 処 理 器 の 詰 ま り を 減 ら し 、 ３ つ の フ ィ ル タ ー フ レ
ー ム は 取 り 外 し 可 能 に 配 置 さ れ 堆 積 し た 破 片 の 除 去 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に 、 外 筒 体 の 底 部 の 外 周 に 環 状 曝 気 管 が 設 け ら れ 、 環 状 曝 気 管 の 両 端 が 水 入 口 両 側 に
接 続 さ れ 水 入 口 と 連 通 し 、 環 状 曝 気 管 の 両 端 に 一 方 向 逆 止 弁 が 設 け ら れ 、 曝 気 管 上 に 直 径
が ２ ～ ３ ｍ ｍ の 曝 気 穴 が 複 数 設 け ら れ 、 第 ３ の 密 封 電 磁 弁 が 水 入 口 の 外 筒 体 に 近 い 一 端 に
設 け ら れ 、 外 筒 体 内 部 に 濾 過 ア セ ン ブ リ を 配 置 す る た め の ガ ス ケ ッ ト が 設 け ら れ 、
通 気 ア セ ン ブ リ は 、 外 筒 体 の 上 端 口 を 塞 ぐ た め の ゴ ム 栓 と 、 ゴ ム 栓 を 貫 通 し て 外 筒 体 内 部
に 延 伸 す る 通 気 管 と を 含 み 、 通 気 管 の 下 端 口 が 外 筒 体 上 部 空 間 内 に 位 置 し 、 外 筒 体 に マ イ
ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 海 水 を 収 容 す る 空 間 を 十 分 に 保 持 し 、 逆 吸 い 込 み を 防 ぐ 。 通 気 管
の 上 端 口 が ２ つ で あ り 、 そ れ ぞ れ 正 圧 ポ ン プ お よ び 負 圧 ポ ン プ が 接 続 さ れ る 。 正 圧 ポ ン プ
、 負 圧 ポ ン プ は そ れ ぞ れ 通 気 管 の 上 端 口 に 接 続 さ れ た 管 路 上 に 第 １ の 弁 お よ び 第 ２ の 弁 が
設 け ら れ 、 第 １ の 弁 ま た は 第 ２ の 弁 の ス イ ッ チ を 制 御 す る こ と で 外 筒 体 内 部 正 ／ 負 圧 力 を
切 り 替 え る 目 的 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 正 圧 ポ ン プ の 吸 気 口 に 負 イ オ ン ア セ ン ブ リ が 接 続 さ れ 、 負 イ オ ン ア セ ン ブ リ は 、
正 圧 ポ ン プ の 吸 気 口 に 接 続 さ れ た 円 筒 形 ハ ウ ジ ン グ 、 円 筒 形 ハ ウ ジ ン グ の 遠 位 端 に 設 け ら
れ た エ ア フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン 、 円 筒 形 ハ ウ ジ ン グ 内 部 に 設 け ら れ 外 部 電 源 に 接 続 さ れ た
負 イ オ ン 発 生 器 を 含 み 、 負 に 帯 電 し た イ オ ン 粒 子 を 通 気 ア セ ン ブ リ を 介 し て 外 筒 体 内 に 送
り 海 水 粗 製 サ ン プ ル と 混 合 す る 。 負 に 帯 電 し た イ オ ン 粒 子 を 含 む 混 合 空 気 が 環 状 曝 気 管 を
介 し て 噴 出 さ れ 、 小 さ な 泡 を 形 成 す る こ と に よ り 、 海 水 が 活 性 化 さ れ る 同 時 に 、 マ イ ク ロ
プ ラ ス チ ッ ク と そ れ ら に 結 合 さ れ た 固 体 破 片 の 分 離 を 促 進 し 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 粒 子
の 分 離 効 率 を 高 め る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 濾 過 ア セ ン ブ リ は 、 径 １ ０  μ ｍ の ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー と 、 ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル
タ ー の 下 方 に 位 置 し 支 持 す る た め の 内 輪 と 、 内 輪 外 側 に 嵌 設 さ れ ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー を
固 定 す る た め の 外 輪 と 、 外 輪 上 端 に 設 け ら れ 持 ち 上 げ た め の ハ ン ド ル と を 含 む 。 濾 過 ア セ
ン ブ リ の 着 脱 を 容 易 に す る 。 濾 過 ア セ ン ブ リ と ガ ス ケ ッ ト の 結 合 が よ り 緊 密 に な り 、 負 圧
の 吸 引 力 の 影 響 を 受 け ず 、 ハ ン ド ル の 上 端 と 通 気 管 下 端 口 を ね じ 込 ん で 、 通 気 管 の 圧 力 制
御 に よ っ て 濾 過 ア セ ン ブ リ を 安 定 に さ せ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 拡 張 ポ ー ト は 、 加 熱 ロ ッ ド を 挿 入 し て 水 温 を 加 熱 す る た め の 第 １ の ポ ー ト と 、 温
度 セ ン サ ー を 挿 入 し て 水 温 を 監 視 す る た め の 第 ２ の ポ ー ト と 、 水 位 セ ン サ ー を 挿 入 す る た
め の 第 ３ の ポ ー ト と 、 超 音 波 振 動 ロ ッ ド を 挿 入 す る た め の 第 ４ の ポ ー ト と を 含 む 。 加 熱 ロ
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ッ ド に よ っ て 水 温 を ３ ５ ～ ４ ５ ℃ に 制 御 す る こ と で 、 海 水 中 の マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク と そ
れ に 結 合 さ れ た 不 純 物 の 分 解 を 促 進 す る こ と が で き る 。 温 度 セ ン サ ー は 海 水 が 設 定 温 度 に
加 熱 さ れ た か を 検 出 す る 。 水 位 セ ン サ ー は タ ン ク 内 の 海 水 の 位 置 高 さ を 検 出 す る 。 超 音 波
振 動 ロ ッ ド は 外 部 の 超 声 波 発 生 器 に 接 続 さ れ 、 ８ ０ Ｋ Ｈ Ｚ ～ １ ２ ０ Ｋ Ｈ Ｚ 周 波 数 で 海 水 を
超 音 波 攪 拌 洗 浄 し 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク と そ れ に 結 合 さ れ た 不 純 物 の 分 離 を 補 助 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 反 応 試 薬 は 試 薬 Ａ お よ び 試 薬 Ｂ を 含 み 、 試 薬 Ａ は セ ル ラ ー ゼ 、 キ チ ナ ー ゼ 、 フ ミ
ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 純 水 を １ ： １ ： ３ ： ５ の 体 積 比 で 構 成 さ れ 、 セ ル ラ ー ゼ 、 キ チ ナ ー ゼ は
マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク に 結 合 し た 浮 游 植 物 を 分 解 で き 、 フ ミ ン 酸 ナ ト リ ウ ム は 界 面 活 性 剤
と し て 海 水 の 界 面 活 性 を 高 め 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク の 分 離 放 出 を 促 進 し 、 試 薬 Ａ で 処 理
し た 後 静 置 し 分 離 し て 、 底 部 の 不 純 物 を 排 出 し 、 上 層 の 懸 濁 液 を 保 留 し て 一 段 分 離 を 終 了
す る 。 試 薬 Ａ の 添 加 量 と 海 水 の 体 積 比 例 は １ Ｌ ／ ｍ ３ で あ る 。 試 薬 Ｂ は 密 度 分 離 剤 で あ り
、 質 量 ％ が ７ ５ ％ ～ ８ ５ ％ の 塩 化 亜 鉛 水 溶 液 を 使 用 し 、 添 加 量 は 一 段 分 離 懸 濁 液 体 積 の １
～ １ ． ５ 倍 と し て 、 二 段 分 離 を 行 い 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 粒 子 を 含 む 海 水 を 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 カ バ ー 上 に 一 対 の 円 弧 状 の 貫 通 溝 が さ ら に 設 け ら れ 、 円 弧 状 の 貫 通 溝 を 使 用 し な い
場 合 円 弧 状 の ゴ ム 栓 で 塞 ぎ 、 使 用 す る 場 合 円 弧 状 の ゴ ム 栓 を 開 き 、 両 方 向 ス プ レ ー ヘ ッ ド
を 有 す る 洗 い 流 し ロ ッ ド に 差 し 込 み 、 タ ン ク 内 壁 お よ び 外 筒 体 の 外 壁 上 の 残 留 マ イ ク ロ プ
ラ ス チ ッ ク を 純 水 で 洗 い 流 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 定 量 ポ ン プ 、 第 １ の 電 磁 密 封 弁 、 第 ２ の 電 磁 密 封 弁 、 第 ３ の 密 封 電 磁 弁 、 正 圧 ポ
ン プ 、 負 圧 ポ ン プ 、 負 イ オ ン 発 生 器 、 加 熱 ロ ッ ド 、 温 度 セ ン サ ー 、 水 位 セ ン サ ー 、 超 音 波
振 動 ロ ッ ド は 、 す べ て Ｐ Ｌ Ｃ コ ン ト ロ ー ラ ー に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 有 益 な 効 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。 本 発 明 の 一 体 化 装 置 は 、 海 水 を 収 集 す る 同 時 に
検 出 可 能 な サ ン プ ル を 製 造 で き 、 且 サ ン プ ル 洗 浄 、 分 離 お よ び 加 圧 濾 過 な ど の 製 造 過 程 を
１ つ の 装 置 の み で 行 わ れ 、 複 数 の 移 送 ス テ ッ プ を 省 略 し 、 移 送 過 程 中 の サ ン プ ル の 汚 染 お
よ び 損 失 の リ ス ク を 低 減 す る こ と が で き る 。 た ま 、 本 発 明 の 装 置 は 積 層 度 が 高 く 、 設 計 が
合 理 的 で あ り 、 使 用 し や す く 、 室 外 の 検 出 に 適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 全 体 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 濾 過 ア セ ン ブ リ の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 全 体 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 図 ３ に お け る 外 筒 体 の 底 面 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 全 体 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に お け る 負 イ オ ン ア セ ン ブ リ の 具 体 的 な 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に お け る カ バ ー の 上 面 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 全 体 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ に お け る カ バ ー の 上 面 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 洗 い 流 し ロ ッ ド に よ る 純 水 洗 い 流 し の 全 体 構 造 概 略 図 で あ  
る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 図 １ ０ に お け る Ａ 箇 所 の 拡 大 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
［ 符 号 の 説 明 ］
１     海 水 コ ネ ク タ
１ １     第 ３ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム
１ ２     第 ２ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム
１ ３     第 １ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム
１ ４     第 ３ 段 の ス テ ン レ ス 鋼 網
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１ ５     第 ２ 段 の ス テ ン レ ス 鋼
１ ６     第 １ 段 の ス テ ン レ ス 鋼 網
２     輸 送 管 路
３     定 量 ポ ン プ
４     反 応 処 理 器
４ １     タ ン ク
４ ２     第 １ の 液 体 排 出 口
４ ３     第 １ の 電 磁 密 封 弁
４ ４     カ バ ー
４ ５     第 １ の 液 体 注 入 口
４ ６     第 ２ の 液 体 注 入 口
４ ７     ね じ 穴
４ ８     第 １ の ポ ー ト
４ ９     第 ２ の ポ ー ト
４ １ ０     第 ３ の ポ ー ト
４ １ １     第 ４ の ポ ー ト
４ １ ２     加 熱 ロ ッ ド
４ １ ３     温 度 セ ン サ ー
４ １ ４     水 位 セ ン サ ー
４ １ ５     超 音 波 振 動 ロ ッ ド
４ １ ６     円 弧 状 の 貫 通 溝
４ １ ７     円 弧 状 ゴ ム 栓
４ １ ８     洗 い 流 し ロ ッ ド
４ １ ９     両 方 向 ス プ レ ー ヘ ッ ド
５     加 圧 フ ィ ル タ ー
５ １     外 筒 体
５ １ １     環 状 曝 気 管
５ １ ２     一 方 向 逆 止 弁
５ １ ３     第 ３ の 密 封 電 磁 弁
５ １ ４     ガ ス ケ ッ ト
５ ２     水 入 口
５ ３     排 水 口
５ ４     第 ２ の 電 磁 密 封 弁
５ ５     通 気 ア セ ン ブ リ
５ ５ １     ゴ ム 栓
５ ５ ２     通 気 管
５ ５ ３     正 圧 ポ ン プ
５ ５ ４     負 圧 ポ ン プ
５ ５ ５     第 １ の 弁
５ ５ ６     第 ２ の 弁
５ ６     濾 過 ア セ ン ブ リ
５ ６ １     ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー
５ ６ ２     内 輪
５ ６ ３     外 輪
５ ６ ４     ハ ン ド ル
５ ７     負 イ オ ン ア セ ン ブ リ
５ ７ １     円 筒 形 ハ ウ ジ ン グ
５ ７ ２     負 イ オ ン 発 生 器
５ ７ ３     エ ア フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ７ 】
実 施 例 １
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 は 海 水 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク の 同 期 収 集 お よ び サ ン プ ル 製 造
の た め の 一 体 化 装 置 を 提 供 し 、 そ れ は 、 サ ン プ リ ン グ サ イ ト で 海 水 粗 製 サ ン プ ル を 収 集 し
て 予 備 濾 過 す る た め の 海 水 コ ネ ク タ １ を 含 み 、 該 海 水 コ ネ ク タ １ は 、 上 か ら 下 へ 順 次 ね じ
接 続 さ れ た 第 ３ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム １ １ 、 第 ２ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム １ ２ お よ び 第
１ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム １ ３ を 含 み 、 第 ３ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム １ １ 、 第 ２ 段 の フ ィ
ル タ ー フ レ ー ム １ ２ お よ び 第 １ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム １ ３ の 内 底 部 に 、 径 が １ ｍ ｍ の 第
３ 段 の ス テ ン レ ス 鋼 網 １ ４ 、 径 が ５ ｍ ｍ の 第 ２ 段 の ス テ ン レ ス 鋼 １ ５ 、 径 が １ ０ ｍ ｍ の 第
１ 段 の ス テ ン レ ス 鋼 網 １ ６ が 順 次 設 け ら れ る 。 多 段 濾 過 に よ り 破 片 を 外 部 か ら 遮 断 し 、 反
応 処 理 器 ４ の 詰 ま り を 削 減 し 、 ３ つ の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム は 堆 積 の 破 片 の 除 去 を 容 易 に す
る た め に す べ て 着 脱 可 能 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 該 装 置 は 反 応 処 理 器 ４ を さ ら に 含 み 、 反 応 処 理 器 ４ は 、 海 水 粗 製 サ ン
プ ル を 収 容 す る た め の タ ン ク ４ １ を 含 み 、 タ ン ク は 内 部 の 状 況 を 観 察 す る た め に 透 明 ガ ラ
ス 材 料 で 構 成 さ れ る 。 タ ン ク ４ １ 底 部 に 、 廃 液 を 排 出 す る た め の 第 １ の 液 体 排 出 口 ４ ２ 、
第 １ の 液 体 排 出 口 ４ ２ に 設 け ら れ た 第 １ の 電 磁 密 封 弁 ４ ３ 、 タ ン ク ４ １ 頂 部 に ね じ 接 続 さ
れ た カ バ ー ４ ４ 、 カ バ ー ４ ４ の 中 央 部 に 設 け ら れ た ね じ 穴 ４ ７ 、 カ バ ー ４ ４ に さ ら に 設 け
ら れ た 第 １ の 液 体 注 入 口 ４ ５ 、 第 ２ の 液 体 注 入 口 ４ ６ を 含 み 、 た だ し 、 第 １ の 液 体 注 入 口
４ ５ は 輸 送 管 路 ２ を 介 し て 海 水 コ ネ ク タ １ の 第 ３ 段 の フ ィ ル タ ー フ レ ー ム １ １ に 接 続 さ れ
、 輸 送 管 路 ２ 上 に 海 水 粗 製 サ ン プ ル を 定 量 的 に 送 る た め の 定 量 ポ ン プ ３ が さ ら に 設 け ら れ
る 。 第 ２ の 液 体 注 入 口 ４ ６ は 反 応 試 薬 を 添 加 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 該 装 置 は 加 圧 フ ィ ル タ ー ５ を さ ら に 含 み 、 加 圧 フ ィ ル タ ー ５ は 、 ね じ
穴 ４ ７ を 介 し て 縦 方 向 に タ ン ク ４ １ 内 部 に 延 伸 す る 外 筒 体 ５ １ を 含 み 、 外 筒 体 ５ １ 外 部 に
雄 ね じ 部 と ね じ 穴 ４ ７ に よ っ て ね じ 接 続 が 形 成 さ れ 、 外 筒 体 ５ １ と ね じ 穴 ４ ７ が ね じ に よ
る 伝 達 を 形 成 し 、 外 筒 体 ５ １ の タ ン ク ４ １ 内 で の 中 心 線 方 向 の 上 下 に 変 位 す る の に 便 利 で
あ る 。 外 筒 体 ５ １ の 底 部 の 側 面 に 第 ３ の 密 封 電 磁 弁 ５ １ ３ 付 き の 水 入 口 ５ ２ 、 外 筒 体 ５ １
底 部 に 設 け ら れ 第 ２ の 電 磁 密 封 弁 ５ ４ 付 き の 排 水 口 ５ ３ 、 外 筒 体 ５ １ 内 部 に 正 負 の 圧 力 を
か け る た め の 通 気 ア セ ン ブ リ ５ ５ が 設 け ら れ 、 通 気 ア セ ン ブ リ ５ ５ は 外 筒 体 ５ １ の 上 端 口
を 塞 ぐ た め の ゴ ム 栓 ５ ５ １ 、 ゴ ム 栓 ５ ５ １ を 貫 通 し て 外 筒 体 ５ １ 内 部 に 延 伸 す る 通 気 管 ５
５ ２ を 含 み 、 通 気 管 ５ ５ ２ の 下 端 口 は 外 筒 体 ５ １ の 上 部 空 間 に 位 置 し 、 外 筒 体 ５ １ に マ イ
ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 海 水 を 収 容 可 能 な 空 間 を 保 持 し 、 逆 吸 い 込 み を 回 避 す る 。 通 気 管
５ ５ ２ の 上 端 口 が ２ つ あ り 、 そ れ ぞ れ 正 圧 ポ ン プ ５ ５ ３ お よ び 負 圧 ポ ン プ ５ ５ ４ が 接 続 さ
れ る 。 正 圧 ポ ン プ ５ ５ ３ 、 負 圧 ポ ン プ ５ ５ ４ は そ れ ぞ れ 通 気 管 ５ ５ ２ の 上 端 口 に 接 続 さ れ
た 管 路 上 に 、 第 １ の 弁 ５ ５ ５ お よ び 第 ２ の 弁 ５ ５ ６ が 設 け ら れ 、 第 １ の 弁 ５ ５ ５ ま た は 第
２ の 弁 ５ ５ ６ の ス イ ッ チ を 制 御 す る こ と で 外 筒 体 ５ １ 内 部 の 正 ／ 負 圧 力 を 切 り 替 え る た め
に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 外 筒 体 ５ １ の 底 部 に 濾 過 ア セ ン ブ リ ５ ６ を 配 置 す る た め の ガ ス ケ ッ ト
５ １ ４ が 設 け ら れ 、 ガ ス ケ ッ ト ５ １ ４ の 位 置 が 水 入 口 ５ ２ よ り も 低 い 。 図 ２ に 示 す よ う に
、 濾 過 ア セ ン ブ リ ５ ６ は 、 径 が １ ０  μ ｍ の ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー ５ ６ １ 、 ガ ラ ス 繊 維 フ
ィ ル タ ー ５ ６ １ の 下 方 に 位 置 し 支 持 す る た め の 内 輪 ５ ６ ２ 、 内 輪 ５ ６ ２ 外 側 に 嵌 設 さ れ ガ
ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー ５ ６ １ を 固 定 す る た め の 外 輪 ５ ６ ３ を 含 み 、 外 輪 ５ ６ ３ お よ び 内 輪 ５
６ ２ に よ っ て ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー ５ ６ １ を 固 定 し 、 加 圧 濾 過 の 時 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク
粒 子 を 捕 捉 す る た め に 使 用 さ れ る 。 外 輪 ５ ６ ３ の 上 端 に 持 ち 上 げ の た め の ハ ン ド ル ５ ６ ４
が 設 け ら れ 、 濾 過 ア セ ン ブ リ ５ ６ の 着 脱 を 容 易 に す る 。 濾 過 ア セ ン ブ リ ５ ６ と ガ ス ケ ッ ト
５ １ ４ の 結 合 が よ り 緊 密 に な り 、 負 圧 吸 引 力 の 影 響 を 受 け な い た め に 、 ハ ン ド ル ５ ６ ４ の
上 端 と 通 気 管 ５ ５ ２ 下 端 口 を ね じ 接 続 さ れ 、 通 気 管 ５ ５ ２ に よ っ て 濾 過 ア セ ン ブ リ ５ ６ を
制 御 し て 安 定 に さ せ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
本 実 施 例 の 動 作 方 法 は 、 以 下 ス テ ッ プ を 含 む 。
Ｓ １ ： 一 段 分 離 段 階 ： 海 水 コ ネ ク タ １ を オ フ シ ョ ア 目 標 エ リ ア に 投 入 し 、 定 量 ポ ン プ ３ を
起 動 し 、 海 水 コ ネ ク タ １ の 三 段 濾 過 さ れ た １ ｃ ｍ ３ の 海 水 粗 製 サ ン プ ル を 吸 引 し 、 第 １ の
液 体 注 入 口 ４ ５ か ら タ ン ク ４ １ 内 に 送 り 、 第 ２ の 液 体 注 入 口 ４ ６ か ら １ Ｌ の 試 薬 Ａ を 添 加
し 、 試 薬 Ａ は セ ル ラ ー ゼ 、 キ チ ナ ー ゼ 、 フ ミ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 純 水 を １ ： １ ： ３ ： ５ の 体
積 比 で 構 成 さ れ る 。 第 ２ の 弁 ５ ５ ６ を オ フ に し 、 第 １ の 弁 ５ ５ ５ お よ び 第 ３ の 密 封 電 磁 弁
５ １ ３ を 開 き 、 正 圧 ポ ン プ ５ ５ ３ を 起 動 し て 通 気 管 ５ ５ ２ 、 水 入 口 ５ ２ を 介 し て 空 気 を 吸
引 し て タ ン ク ４ １ 内 の 海 水 お よ び 試 薬 Ａ を 曝 気 ・ 混 合 ・ 攪 拌 し 、 攪 拌 時 間 が １ ５ ｍ ｉ ｎ で
あ り 、 第 ３ の 密 封 電 磁 弁 ５ １ ３ お よ び 正 圧 ポ ン プ ５ ５ ３ を 停 止 し て 曝 気 を オ フ に し 、 ３ ０
ｍ ｉ ｎ 静 置 し 、 セ ル ラ ー ゼ 、 キ チ ナ ー ゼ に よ っ て マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク に 結 合 し た 浮 游 植
物 を 分 解 す る と と も に 、 フ ミ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を 界 面 活 性 剤 と し て 海 水 の 界 面 活 性 を 高 め 、
マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 分 離 ・ 放 出 す る 。 分 離 を 終 了 し た 後 、 第 １ の 電 磁 密 封 弁 ４ ３ を 開
き 底 部 の 不 純 物 を 排 出 し 、 上 層 の 懸 濁 液 を 保 留 し 、 一 段 分 離 を 完 成 す る 。
Ｓ ２ ： 二 段 分 離 段 階 ： 第 ２ の 液 体 注 入 口 ４ ６ か ら 試 薬 Ｂ を 添 加 し 、 試 薬 Ｂ は 質 量 ％ が ８ ０
％ の 塩 化 亜 鉛 の 水 溶 液 で 調 製 さ れ 、 添 加 量 が 一 段 分 離 懸 濁 液 体 積 の １ ～ １ ． ５ 倍 で あ り 、
３ ０ ｍ ｉ ｎ 静 置 し 懸 濁 液 を 密 度 分 離 し て 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク の 質 量 が 軽 く 上 層 に 浮 遊
し 、 不 純 物 が 底 部 に 沈 殿 し 、 第 １ の 電 磁 密 封 弁 ４ ３ を 開 き 底 部 の 不 純 物 を 排 出 し 、 マ イ ク
ロ プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 上 層 液 体 を 保 留 し 、 二 段 分 離 が 完 了 す る 。
Ｓ ３ ： 一 回 濾 過 段 階 ： 第 １ の 弁 ５ ５ ５ を オ フ に し 、 第 ２ の 弁 ５ ５ ６ お よ び 第 ３ の 密 封 電 磁
弁 ５ １ ３ を 開 き 、 同 時 に 負 圧 ポ ン プ ５ ５ ４ を 開 き 、 水 入 口 ５ ２ を 介 し て マ イ ク ロ プ ラ ス チ
ッ ク を 含 む 上 層 液 体 を 外 筒 体 ５ １ 内 部 に 吸 引 し 、 第 ３ の 密 封 電 磁 弁 ５ １ ３ 、 第 ２ の 弁 ５ ５
６ を オ フ に し 、 第 １ の 弁 ５ ５ ５ お よ び 第 １ の 電 磁 密 封 弁 ４ ３ 、 第 ２ の 電 磁 密 封 弁 ５ ４ を 開
き 、 正 圧 ポ ン プ ５ ５ ３ に よ っ て １ Ｍ ｐ ａ を 超 え る 正 の 気 圧 を 通 過 さ せ 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ
ッ ク を 含 む 上 層 液 体 を 正 圧 濾 過 し 、 濾 過 液 体 を 順 次 排 水 口 ５ ３ お よ び 第 １ の 液 体 排 出 口 ４
２ か ら 排 出 し 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー ５ ６ １ 上 に 捕 捉 す る 。
Ｓ ４ ： 二 回 濾 過 段 階 ： 第 １ の 電 磁 密 封 弁 ４ ３ 、 第 ２ の 電 磁 密 封 弁 ５ ４ を オ フ に し 、 第 ２ の
液 体 注 入 口 ４ ６ か ら １ ～ ３ Ｌ の 純 水 を 加 え 、 タ ン ク ４ １ の 壁 に 残 留 し た マ イ ク ロ プ ラ ス チ
ッ ク を 洗 い 流 し 、 外 筒 体 ５ １ を 回 転 さ せ 下 へ 水 入 口 ５ ２ に 移 動 し て タ ン ク ４ １ の 底 部 に 接
触 さ せ 、 Ｓ ３ を 繰 り 返 し て マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 純 水 を 二 回 濾 過 し 、 残 り の マ イ ク
ロ プ ラ ス チ ッ ク を ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー ５ ６ １ 上 に 捕 捉 す る 。
Ｓ ５ ： サ ン プ リ ン グ 検 査 段 階 ： 外 筒 体 ５ １ 上 の ゴ ム 栓 ５ ５ １ を 引 き 抜 き 、 通 気 管 ５ ５ ２ を
濾 過 ア セ ン ブ リ ５ ６ と と も に 持 ち 上 げ 、 ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー ５ ６ １ を 取 り 出 し て 検 査 を
行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
実 施 例 ２
本 実 施 例 は 、 以 下 を 除 い て 実 施 例 １ と 大 体 同 じ で あ る 。
図 ３ お よ び ４ に 示 す よ う に 、 外 筒 体 ５ １ の 底 部 の 外 周 に 環 状 曝 気 管 ５ １ １ が 設 け ら れ 、 環
状 曝 気 管 ５ １ １ の 両 端 が 水 入 口 ５ ２ 両 側 に 接 続 さ れ 水 入 口 ５ ２ と 連 通 し 、 環 状 曝 気 管 ５ １
１ の 両 端 に 一 方 向 逆 止 弁 ５ １ ２ が 設 け ら れ 、 曝 気 管 ５ １ １ 上 に 直 径 ２ ｍ ｍ の 曝 気 穴 が 複 数
設 け ら れ 、 第 ３ の 密 封 電 磁 弁 ５ １ ３ が 水 入 口 ５ ２ の 外 筒 体 ５ １ に 近 い 一 端 に 設 け ら れ る 。
Ｓ １ 段 階 で 、 水 入 口 ５ ２ の 代 わ り に 環 状 曝 気 管 ５ １ １ に よ っ て 曝 気 を 行 い 、 泡 が よ り 高 密
度 で 均 一 に な り 、 海 水 と 反 応 試 薬 の 接 触 面 積 を 高 め 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク と 不 純 物 の 分
離 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
実 施 例 ３
本 実 施 例 は 、 以 下 を 除 い て 実 施 例 ２ と 大 体 同 じ で あ る 。
図 ５ お よ び ６ に 示 す よ う に 、 正 圧 ポ ン プ ５ ５ ３ の 吸 気 口 に 負 イ オ ン ア セ ン ブ リ ５ ７ が 接 続
さ れ 、 負 イ オ ン ア セ ン ブ リ ５ ７ は 、 正 圧 ポ ン プ ５ ５ ３ の 吸 気 口 に 接 続 さ れ た 円 筒 形 ハ ウ ジ
ン グ ５ ７ １ が 設 け ら れ 、 円 筒 形 ハ ウ ジ ン グ ５ ７ １ の 遠 位 端 に エ ア フ ィ ル タ ー ス ク リ ー ン ５
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７ ３ が 設 け ら れ 、 円 筒 形 ハ ウ ジ ン グ ５ ７ １ 内 部 に 外 部 電 源 に 接 続 さ れ た 負 イ オ ン 発 生 器 ５
７ ２ が 設 け ら れ 、 負 に 帯 電 し た イ オ ン 粒 子 を 通 気 ア セ ン ブ リ ５ ５ を 介 し て 外 筒 体 ５ １ 内 に
送 り 海 水 粗 製 サ ン プ ル と 混 合 す る 。 Ｓ １ 段 階 で 、 負 に 帯 電 し た イ オ ン 粒 子 を 含 む 混 合 空 気
が 環 状 曝 気 管 ５ １ １ を 介 し て 噴 出 さ れ 、 小 さ な 泡 を 形 成 す る こ と で 、 海 水 を 活 性 化 す る 同
時 に マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク と そ れ に 結 合 し た 固 体 破 片 の 分 離 を 促 進 し 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ
ッ ク 粒 子 の 分 離 効 率 を 高 め る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 例 ４
本 実 施 例 は 、 以 下 を 除 い て 実 施 例 ３ と 大 体 同 じ で あ る 。
図 ７ に 示 す よ う に 、 カ バ ー ４ ４ 上 に 加 熱 ロ ッ ド ４ １ ２ を 挿 入 し 水 温 を 加 熱 す る た め の 第 １
の ポ ー ト ４ ８ 、 温 度 セ ン サ ー ４ １ ３ を 挿 入 し て 水 温 を 監 視 す る た め の 第 ２ の ポ ー ト ４ ９ 、
水 位 セ ン サ ー ４ １ ４ を 挿 入 す る た め の 第 ３ の ポ ー ト ４ １ ０ 、 超 音 波 振 動 ロ ッ ド ４ １ ５ を 挿
入 す る た め の 第 ４ の ポ ー ト ４ １ １ が 設 け ら れ る 。 Ｓ １ 段 階 で 、 加 熱 ロ ッ ド ４ １ ２ に よ っ て
水 温 を ３ ５ ～ ４ ５ ℃ に 制 御 す る こ と で 、 海 水 中 の マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク と そ れ に 結 合 し た
不 純 物 の 分 解 を 促 進 す る こ と が で き る 。 温 度 セ ン サ ー ４ １ ３ は 海 水 が 設 定 温 度 ま で 加 熱 さ
れ た か を 検 出 す る た め に 使 用 さ れ る 。 水 位 セ ン サ ー ４ １ ４ は 、 タ ン ク ４ １ 内 の 海 水 の 位 置
高 さ を 検 出 す る た め に 使 用 さ れ る 。 超 音 波 振 動 ロ ッ ド ４ １ ５ は 外 部 の 超 音 波 発 生 器 に 接 続
さ れ 、 ８ ０ Ｋ Ｈ Ｚ ～ １ ２ ０ Ｋ Ｈ Ｚ 周 波 数 で 海 水 を 超 音 波 攪 拌 洗 浄 し 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ
ク と そ れ に 結 合 し た 不 純 物 の 分 離 を 補 助 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
実 施 例 ５
本 実 施 例 は 、 以 下 を 除 い て 実 施 例 ４ と 大 体 同 じ で あ る 。
本 実 施 例 は 、 具 体 的 に は 、 図 ８ 、 ９ 、 １ ０ 、 １ １ に 示 す よ う な 構 造 を 有 し 、 カ バ ー ４ ４ 上
に 一 対 の 円 弧 状 の 貫 通 溝 ４ １ ６ が さ ら に 設 け ら れ 、 円 弧 状 の 貫 通 溝 ４ １ ６ を 使 用 し な い 場
合 円 弧 状 ゴ ム 栓 ４ １ ７ に よ っ て 塞 が れ 、 使 用 す る 場 合 円 弧 状 ゴ ム 栓 ４ １ ７ を 開 き 、 両 方 向
ス プ レ ー ヘ ッ ド ４ １ ９ 付 き の 洗 い 流 し ロ ッ ド ４ １ ８ に 差 し 込 む 。
Ｓ ４ 段 階 で 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 円 弧 状 ゴ ム 栓 ４ １ ７ を 開 き 両 方 向 ス プ レ ー ヘ ッ ド ４ １
９ 付 き の 洗 い 流 し ロ ッ ド ４ １ ８ を 一 側 の 円 弧 状 の 貫 通 溝 ４ １ ６ か ら タ ン ク ４ １ 内 に 延 伸 さ
せ 、 タ ン ク ４ １ の 内 側 壁 お よ び 外 筒 体 ５ １ の 外 側 壁 に 残 留 し た マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 純
水 で 洗 い 流 し 、 一 側 の 洗 い 流 し が 完 了 す る と 、 洗 い 流 し ロ ッ ド ４ １ ８ を 抽 出 し 他 側 の 円 弧
状 の 貫 通 溝 ４ １ ６ か ら タ ン ク ４ １ 内 に 延 伸 さ せ 継 続 的 に 洗 い 流 し 、 洗 い 流 し が 完 了 す る と
円 弧 状 ゴ ム 栓 ４ １ ７ で 円 弧 状 の 貫 通 溝 ４ １ ６ を 再 び 塞 ぐ 。 該 洗 い 流 し 方 法 に よ れ ば 、 水 資
源 を 節 約 す る だ け で な く 十 分 に 洗 浄 で き 、 さ ら に 残 留 の マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 回 収 し 、
マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク の 回 収 率 を 高 め る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 施 例 ６
実 施 例 ５ を 実 験 例 と し て 、 負 イ オ ン 発 生 器 の 追 加 に よ る 一 段 分 離 の マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク
回 収 率 へ の 影 響 を 研 究 し 、 比 較 例 と 実 験 例 の 違 い は 、 負 イ オ ン 発 生 器 を 使 用 し 一 段 分 離 を
補 助 し な い こ と で あ り 、 他 の 条 件 が 同 じ で あ り 、 ガ ラ ス 繊 維 フ ィ ル タ ー ５ ６ １ 上 の マ イ ク
ロ プ ラ ス チ ッ ク 回 収 率 を 検 出 す る 。
フ ィ ル タ ー 上 の 捕 捉 物 を さ ら に 処 理 し た 後 、 実 体 顕 微 鏡 で 観 察 し 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク
疑 似 粒 子 を 選 択 し 顕 微 ― フ ー リ エ 赤 外 分 光 シ ス テ ム で 分 析 し 、 得 ら れ た 検 出 パ タ ー ン を 判
断 標 準 に 従 っ て マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク と し て 判 断 し 統 計 し 、 判 断 標 準 に つ い て 、 検 出 パ タ
ー ン と シ ス テ ム の ス ペ ク ト ル ベ ー ス の 標 準 物 質 の パ タ ー ン と 比 較 し 、 マ ッ チ ン グ 率 が ７ ０
％ を 超 え る と マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク と 判 定 す る 。 そ の 結 果 、 比 較 例 と 実 験 例 の マ イ ク ロ プ
ラ ス チ ッ ク 回 収 率 は そ れ ぞ れ ９ ３ ． ０ ％ と ９ ５ ． ６ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 施 例 ７
実 施 例 ５ を 実 験 例 と し て 、 純 水 に よ る 洗 い 流 し 方 式 の マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 回 収 率 へ の 影
響 を 研 究 し 、 比 較 例 で は 、 第 ２ の 液 体 注 入 口 ４ ６ か ら 直 接 純 水 を 加 え 、 実 験 例 で は 洗 い 流
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し ロ ッ ド ４ １ ８ を 介 し て 洗 い 流 す 。 そ の 結 果 、 比 較 例 と 実 験 例 の マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 回
収 率 は そ れ ぞ れ ９ １ ． ４ ％ と ９ ６ ． ０ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
実 施 例 ８
実 施 例 ５ を 実 験 例 と し て 、 一 段 分 離 段 階 で 異 な る 試 薬 Ａ の マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 回 収 率 へ
の 影 響 を 研 究 し 、 そ れ ぞ れ ５ 組 の 比 較 例 と し 、
比 較 例 １ で は 、 試 薬 Ａ は セ ル ラ ー ゼ 、 キ チ ナ ー ゼ 、 純 水 を １ ： １ ： ８ の 体 積 比 で 構 成 さ れ
、
比 較 例 ２ で は 、 試 薬 Ａ は フ ミ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 純 水 を ３ ： ７ の 体 積 比 で 構 成 さ れ 、
比 較 例 ３ で は 、 試 薬 Ａ は 純 水 で あ り 、
実 験 例 で は 、 試 薬 Ａ は セ ル ラ ー ゼ 、 キ チ ナ ー ゼ 、 フ ミ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 純 水 を １ ： １ ： ３
： ５ の 体 積 比 で 構 成 さ れ る 。
比 較 例 １ ～ ３ と 実 験 例 の 他 の 条 件 は 同 じ で あ り 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 回 収 率 は 表 １ に 示
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
表 １  異 な る 試 薬 Ａ で の マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 回 収 率

【 ０ ０ ３ ０ 】
結 論 ： 表 １ か ら 分 か る よ う に 、 本 発 明 の 試 薬 Ａ の 比 率 で は マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 回 収 率 が
顕 著 に 向 上 す る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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